




Grammatical Phenomena of Sino-Tibetan Languages 1: The





















ている。徐君（2001）によると，章谷 [Rong-brag] 鎮，中路 [sPro-snang] 郷，水
子 [Rwa-tso] 郷，岳扎郷，梭坡 [Sog-pho] 郷，格宗 [dGu-rdzong] 郷などで話され





本稿で扱う言語資料 7 は梭坡郷で話される Sogpho 方言で，漢語の質問文を口頭
で翻訳した形式と自然発話に現れる形式の 2 種類である。音表記は付録 2 の音体
系に記述されるものによる。
 1 カムチベット語の方言分類の全体像は，Suzuki（2009: 17）が川西民族走廊（四川省および雲南省）の範囲内の
見解を提示している。その後数々の修正を加えたが，丹巴県の方言についての見解は今なお有効である。
 2 チベットの地名など固有名詞で語源が分かっているものには，[　] 内にチベット文語形式（蔵文）を添える。
 3 正式名称は Rong-mi Brag-’go である。
 4 この名称は，明清時代に行われた土司制度の行政区分で 24 か村で通用していたということに基づいて名づけら
れたという。
 5 次頁の 2 枚の地図を参照。
 6 二十四村方言のうち，筆者は章谷鎮，中路郷，梭坡郷，格宗郷の各方言を調査した。各方言の対照研究に鈴木（2007）
と Suzuki（2008）がある。
 7 筆者の調査協力者は肖松英さん（女性）で，梭坡郷莫洛 [’Bo-lo] 村の出身である。
シナ = チベット系諸言語の文法現象 1：名詞句の構造16
* 2 枚の地図は Geocoding（http://ktgis.net/gcode/index.php）を用いて作成した。
図 1　中国西南部における梭坡郷の位置
図 2　丹巴県中心部における Rongbrag 方言群の分布








1. 名詞   5. 数詞 / 数量表現
2. 代名詞   6. 形容詞
3. 指示詞   7. 名詞化接辞








2. 2 音節語（2 音節語幹または複合語）
  ¯tsha	ɕʅ「温泉」，¯luʔ	phõ「体」，¯ɳtɕhɯ	hpɯ「あごひげ」，ˆdʑɯ	mə「腸」，ˆpo	
ma「チベット人」，ˆrə	mõ「うさぎ」
3. 2 音節語（1 音節語幹＋接尾辞）
 ´ȵi	mo「太陽」，¯hkeʔ	po「腰」，¯phaʔ	mo「母ぶた」












た，1，2 人称能格の場合は格標識 /gə/ は用いず，1 音節形式となる。整理すると
以下のようになる（鈴木 2010）。
格 格標識 1 人称 2 人称 3 人称
絶対格 無標 ´ŋə	/	´ŋo ¯ʈhɑʔ	/	¯tɕhɑʔ ´ti:
属格 ce ´ŋ	ce ´tɕhiʔ	ce	/	`tɕhiʔ	ce ´tə	ce
能格 gə ´ŋeʔ ¯tɕheʔ ´tə	gə



















2. 2 音節語（2 音節語幹または重複）
 ˆta	hceʔ「中間の」，´kɔ	hkɔ「丸い」，¯hshɔʔ	hshɔʔ「平たい」，¯kha	tshi「からい」
鈴木博之：カムチベット語梭坡 [Sogpho] 方言（丹巴県）における名詞句の構造 19































 8 形容詞用の名詞化接辞 /re:	mə/ の第 1 要素は蔵文 red と関連するかもしれないが，Sogpho 方言では red は判断動
詞として用いられない。鈴木（2013）参照。
 9 それゆえ，格標識を伴う句を「格句」と呼ぶなどの観点もある。
















(1) a ¯phaʔ-φ             b ¯phaʔ ¯nə-φ
  ぶた -abs              ぶた  これ -abs
  ぶた               このぶた
 c ´ti:  ¯phaʔ-φ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 d	 ¯phaʔ ¯Φtɕɯ-φ
  あれ  ぶた -abs           ぶた  10-abs
  あのぶた             10 匹のぶた









鈴木博之：カムチベット語梭坡 [Sogpho] 方言（丹巴県）における名詞句の構造 21
 e ¯phaʔ ¯hka:	pu ´də	ʑi-φ
  ぶた  白い   1 (qtf)-abs








(2) ´tɕõ-ʑɯ-φ	 	 	 ˆjoʔ	lɔʔ
 着る -nml-abs   exv
 着るものがあります。
(3) ´se-φ-də		 	 ´so-ʑɯ-φ  	 ˆjĩ	n̥ɔ̃
 ごはん -abs-top 食べる -nml-abs  cpv
 ごはんとは食べるものです。
(4) ¯hka	hpu-¯re:	mə-φ-¯də	 	 ´mjɛ	̃xwa		 `n̥ɔ̃
 白い -nml-abs-top     綿花    cpv
 白いのは綿花です。
名詞化接辞は行為者 (A) を含む動詞句を名詞化することができない（2.1 参照）。
そのため，行為者 (A) が能格で現れている場合は，行為者は名詞化対象の動詞句
に含まれていないと解釈する。
(5) ´ptsə	lə-γə	 ´tsə	wə-φ	 ´ɦʑĩ-ʑɯ-φ	 	 	 	 ´jĩ	n̥ɔ̃
 猫 -erg   ねずみ -abs 捕まえる -nml-abs  cpv
 a. 猫とはねずみを捕まえるもの［動物］です。
 b. ねずみを捕まえるのは猫が［やること］です。







(6) ´tõ-ce	 	 	 ´luʔ	phõ	 ¯hka	pu-de	 ´nã	bu-φ-γə	 	 _ȵõ





(7) ¯tɕhɑʔ	 `htɕi		 ´lu-φ	 	 ´jĩ







(8) ´ŋeʔ		 ´tə-ce	 ´ji	γi-φ	 ´ʈə-ŋwo-φ	 	 	 ´ŋo	ȿhi:
 1.erg  3-gen  字 -abs  書く -nml-abs   識別できる
 私は彼の書いた字を識別できます。
この例では，動詞 /´ŋo	ȿhi:/「識別できる」の行為者 (A) が /´ŋeʔ/「私」，被動者 (P)










 1.gen  ヤク
 私のヤク
(10) ¯hʈa	ʂhi-ce  ´thõ	ɕwo
 psn-gen   クラスメート
 タシのクラスメート
(11) ´ʈu-ce   ´sha	ŋã





1 …………………………… 1 人称 exv …………………………存在動詞
2 …………………………… 2 人称 gen ………………………………属格
3 …………………………… 3 人称 nml ………………………名詞化標識
abs …………………………絶対格 psn ………………………………人名
cpv ………………………判断動詞 qtf ………………………………量詞
erg ……………………………能格 top …………………………主題標識
また，複数の略号が 1 つの語形に重なるとき，. で区切って示す（たとえば 1.erg
など）。





 ¯：高平  ́：上昇  ˆ：上昇下降
 _：低平  ̀：下降
母音







両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th ʈh ch kh
無気 p t ʈ c k ʔ
有声 b d ɖ ɟ g
破擦音 無声有気 tsh tɕh
無気 ts tɕ
有声 dz dʑ
摩擦音 無声有気 sh ʂh ɕh xh
無気 φ s ʂ ɕ x h
有声 z ʐ ʑ γ ɦ
鼻音 有声 m n ȵ ŋ
無声 m̥ n̥ ɳ Ŋ





鈴木博之：カムチベット語梭坡 [Sogpho] 方言（丹巴県）における名詞句の構造 25
参考文献









Suzuki,	Hiroyuki.	2008.	Historical position of Danba Tibetan among Khams Tibetan dialects,	paper	presented	
at	 the	Workshop	on	Tibeto-Burman	Languages	of	Sichuan	(Taipei)	[in:	Pre-workshop Proceedings 419–
439].
―. 2009. “Introduction	to	the	method	of	the	Tibetan	linguistic	geography	—	a	case	study	in	the	Ethnic	
Corridor	of	West	Sichuan	—”.	In:	Yasuhiko	Nagano	(ed.)	Linguistic Substratum in Tibet — New Perspective 
towards Historical Methodology (No. 16102001) Report Vol.	3,	15–34,	National	Museum	of	Ethnology.
―. 2011. “Dialectal	particularities	of	Sogpho	Tibetan	 —	An	introduction	to	the	“Twenty-four	villages’ 
patois” —”.	In	Mark	Turin	&	Bettina	Zeisler	(eds.)	Himalayan Languages and Linguistics: Studies in Phonology, 






・ 平成 16–20 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（S）「チベット文化
圏における言語基層の解明」（研究代表者：長野泰彦，課題番号 16102001）
・ 平成 19–21 年度日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費）「川西
民族走廊・チベット文化圏における少数民族言語の方言調査と地域言語学的研
究」
・ 平成 21–22 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（A）「ギャロン系諸
言語の緊急国際共同調査研究」（研究代表者：長野泰彦，課題番号 21251007）
・ 平成 25–26 年度日本学術振興会科学研究費補助金若手研究（B）「言語多様性の
記述を通して見る中国雲南省チベット語の方言形成の研究」（研究代表者：鈴
木博之，課題番号 25770167）
